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4．出力の計算
　・低温度差発電システムの出力を以下に示す簡易計算
によって求ある。計算に際し次の2項目を仮定する。
（i）フロン流量はタービンの要求するだけ熱交換器
より供給される。　（ii）サイクルは温水および冷水の
温度に対応して理想的に運転される。即ち，Fig．8に
示すモリエル線図上において，汐一ビシの入口（2）の温
度は温水温度に等しく，またタービン出口（3）の温度は
冷水温度に等しく飽和蒸気であって，タービン’さは断
熱変化とする。
　タービンの出力L、は
、2
器』
＄
出
ユ
田＝const．
　　1
　　竃
　　竃
4
’2⊂P2，T2⊃
、、
　、
3
　（P3，T3》
Ent血aユ．py
　　　　Fig．8　Mollier　Diagram
　　　　　　　　　　竺
し一。≒p・％（・一・κ）・一
であらわされる（8）。ここにκは比熱比である。
また，フロン流量は（1）式より近似的に
　V2＝3．67×10『4×N．
（2）
（3）
本実験に用いた発電機の発電電庫Eは回転数Nに比
例し次式で表わされる。
E＝0．083×：N－21．9　　　　　　　r　　㌧
発電機入力LGおよび発電機出力Lwは
　LG＝1／万・E2／R・ηG
　Lw＝LG・ηG．
と書ける。
　ここで，（2）～⑥式において
η，：スクリュ膨張機の理想効率
　　　裕一（　　1出κ　　κ1一πi）＋＠二・）（卜∴）
（4）
（5）層
（6）
　　　　　　　　　・（、一。≒り1
　ηむ：タービン効率
　ηG：発電機効率
である。
　計算は，温水および冷水の温度条件よりタービンの
入ロおよび出ロの状態を求め，タβビン回転数を仮定
112 温泉・温度差発電
して，タービン出力が発電機入力と等しいことから収
束計算を行なう。このときの計算フローチャートを
Fig．9に示す。
STAR田
工NPUT：P2，T2，P3，T3
H3ass㎜e
（4），（5）→・LG
new　N
Lt富：LG→V2
5．計算結果
　Fig．10は温水と冷水の温度差ゴT［・c］を横軸にと
り，タービン出力比L、／L、皿。．の変化を示したのも
ある。R12，　R11およびRl14に対して代表的な実験点
をそれぞれ三角，四角および丸印で示しており，計算
結果を一点鎖線，破線および実線で示す。この図にお
いて冷水温度は20。Cである。斜線は圧力制限をユOata
としたことおよび温水温度の上限を900Cと設定したこ
とを意味する。R12の場合は実験値は予測より低い値
であるが，RllおよびRl14では予測のほぼ半分の出
力値が得られている。また，R114の実験点は予測線と
比較して4Tが50℃以上では出力が横ばいになって
いると判断される。これは運転圧力比がすでに2に達
していることおよび温水温度の上昇に比べてタービン
入口の圧力レベルの上昇が不十分であったためと考え
られる。
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6．まとめ
　温泉の熱水を高温熱源とし海水を低温熱源とした低
温度差発電において，タービンとしてスクリュ膨張機
を用い作動媒体としてフロンR12，R11およびR114を
用いて実験し，さらに簡便な出力計算結果と比較する
ことによって次の結果を得た。
　（1）スクリュ膨張機をクローズドサイクルで用いる
　　場合，運転圧力比は設計圧力比によって抑えられ
　　るから設計圧力比の決定は重要である。
　②　実験の範囲では，スクリュ膨張機は回転数が高
　　い方がフロンガス消費率が小さい。
　（3）最：高圧力を10ataと制限し，温泉熱水と海水
　　の間で温度差発電を行なう場合，作動媒体として
　　はR12およびR11に比べてR114の方が適してい
　　る。
　（4）簡便な出力計算により運転特性について考察の
　　結果，高温熱源の温度が増すとともに運転圧力比
　　および圧力レベルが共に増加しないと高出力は得
　　られないと考えられる。
　最後に，本研究にご協力戴いた流体研究室の田中
清裕技官および当時の卒研生の佐藤敏満君，山口淳一
君，猪口義明君に謝章を表す。
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